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作成＊幌延町地域おこし協力隊 貞廣 拓哉 【科名については「北海道の草花/梅沢 俊・著」より引用】

サロベツ原野の代表花とも呼ばれるエゾカンゾウが幌延ビジターセンターでついに開花しました。現在の
サロベツ原野は色とりどりのお花が咲き始め、耳に入る野鳥の鳴き声や風の音がとても心地よく、リフ
レッシュできそうな雰囲気がとてもおすすめです。それらを五感で感じてみるのも楽しみ方のひとつです。

＊令和２年６月１7日取材時の状況＊

幌延ビジターセンター 撮影

＊エゾカンゾウ＊
（ススキノキ科）

＊コバイケイソウ＊
（シュロソウ科）

＊モウセンゴケ（葉）＊
（モウセンゴケ科）

＊トキソウ＊
（ラン科）

＊イソツツジ＊
（ツツジ科）

パンケ沼園地 撮影

＊ヒオウギアヤメ＊
（アヤメ科）

＊ツルコケモモ＊
（ツツジ科）

＊カキツバタ＊
（アヤメ科）

＊オゼコウホネ＊
（スイレン科）

オススメ！

海岸草原 撮影

＊オオヤマフスマ＊
（ナデシコ科）

＊エゾスカシユリ＊
（ユリ科）

＊ハマナス＊
（バラ科）

*海岸草原にて・・・*
オロロンライン（道道106号線）沿いの草原には、エゾカンゾウ
を含め色々な花がたくさん咲いています。この日は浜風が弱く、
穏やかな波音を聴きながらの撮影でした。

オススメ！

オススメ！ オススメ！

＊お知らせ＊
上のQRコードを読み取ると、
バックナンバーが閲覧できます。

*ヒオウギアヤメの群生地*
町内ではパンケ沼園地のみで見る
ことができるヒオウギアヤメは、東
屋の近くにたくさん咲いています。


